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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互いに
助け合って楽しく暮らすための制度です。 

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。 
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。 

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。 

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。 

❖ 自分の能力を再発見できます。 

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。 

 

わた したちの願 い 

 



 

 

－１－ 

12 月6 日 

 

今年はコロナ禍の中、検温と手のアル

コール消毒をし、マスク着用で開催とな

りました。 

開始前から会場設営やま～ゆ市の

品々を運んだりと、誰かに

お任せでなく、皆さんが、や

れることを率先してやっていました。ここがま～ゆのいいところだな～といつも思います。 

ごんべえさんの名司会で、和やかな雰囲気で進みました。 

＜総会＞ 

＊今年 1年のあゆみを振り返って各担当からの報告。 

☆ま～ゆ市（けんちゃん）☆廿日市（あやちゃん） ☆みんなの

家トイレ改修（西ちゃん）☆味噌ＰＴ（ミーすけさん）☆田んぼ

ＰＴ（ごんべえさん）☆秋和菜園（Ｆｕｊｉさん）☆レクリエーショ

ン（ねこさん）☆会報（都々平さん）☆映画「もうひとつの明日

へ」（ケセラ）+クラウドファンディング結果報告（ヒデさん） 

＊会計決算報告（かっとまん）監査報告（まるちゃん） 

拍手でご承認いただきました。 
 

＜ま～ゆまつりスペシャル＆チャリティーま～ゆ市＞ 

いつものように収穫祭＆食事会ができなかったのですが、チャ

リティーま～ゆ市に色とりどりの品が並びとても賑やかでした。 

古本（ヒデさん）、カレンダー・イラク支援チョコ・ケーキ（にゃんこ先生）、

青豆・手甲・マスク（ミーすけさん）、梅酒・オリヅルランの鉢・詰め替

え用洗剤（早ちゃん）、靴下・シャツ・タオル類（Fujiさん）、蜜蝋
みつろう

クリー

ム（ますみさん）、リンゴ（きよちゃん）、コンサートチケット・はんだ鏝
ごて

（いっちゃさん）、食器・

竹とんぼ（にしちゃん）、クッキー・ハーブティー（あやちゃん）・花器（ちゃーこさん）、布製小

袋（じゅんちゃん）、シクラメン（宮沢さん）、黒ニンニク・

ギンナン（今井さん）、各種豆類（峰ちゃん）、野沢菜・

大根など（トムさ）、リンゴ（大崎さん） 

たくさんの品々を前に会話が弾んで楽しそう。峰ちゃんの豆の量り

売りが人気でした。 

※売り上げの一部、（全部の方も）を、みんなの家のトイレ改修に寄付

していただきました。ご協力して下さった方、ありがとうございました。 
 

インフォメーション  

＊「サンタ・プロジェクト」（ヒデさん）＊餅つき会（ごんべえさん）＊納豆配布（ごんべえさん） 
 

12 月ハッピーバースデー  

峰ちゃん、トットちゃん、じゅんちゃん、ミーすけさんの 4人を、歌でお祝いしました。 

宮沢さんからシクラメン、陶吉さんのバラの花、今井さんからグラジオラス球根のプレゼント。 

 



 

 

－２－ 

＊峰ちゃんは8日が誕生日。８日は真珠湾攻撃の日、ジョン・レノンが銃

弾に倒れた日など、記念的なことを紹介してくれました。＊トットちゃん

は、孫や夫と一緒に映画「もうひとつの明日へ」を見たこと。秋和菜園や

ま～ゆの行事に参加して楽しんでいることなどを感想を交えて話されま

した。＊じゅんちゃんは 6回目の年女？出来る事を楽しんでやっていき

たいと穏やかな口調で話されました。＊ミーすけさんは、先月亡くなら

れたお母さんの思い出をま～ゆとお母さんとの関わりを話されました。 

新入会員紹介 

(写真左から)つばめさん、ちひろさん、か

じゅごん、は長野大学環境ツーリズム学部の

1 年生。ちいちゃんは、陶吉さんの教室の生

徒さん。 
 

例年より短時間でしたが、とてもギュッと

締まった総会とま～ゆまつりでした。 

コロナ感染第 3 波が各地で猛威を振るっていますが、できることを続けられる幸せを感じた一日にな

りました。こんな時だからこそ、お互いを思いやって過ごしたいとも思っています。参加して盛り上げて下

さったみなさん、ありがとうございました。 世話人会 ケセラ 

 

 

蚕都くらぶ・ま～ゆ 年間予定表 ※  諸事情によって変更される場合があります 



 

 

－３－ 

12月 27日、冷え込みが和らいだ午前 8時ころ、参加者

が次々顔を出し、検温、アルコール消毒、マスク着用で、子

ども 8人と大人 34人の総勢 42人が餅つき会を楽しみま

した。 

今年は学生さんたち 5 人が餅つきに初挑戦。初めはへっぴり腰でしたが、

ごんべえさん、西ちゃんの指導と、たまちゃん、どん

ちゃんのリズミカルなあいどり
・ ・ ・ ・

に、遼太君、あんちゃ

ん、つばめ君も回を重ねるうちに上手になりまし

た。（若い人はコツをつかむのが早いですね～！） 

子どもたちも次々と重い杵を持ってチャレンジ。 

新入会の伊藤さんや中山さんも、みんなと盛り上

がっていました。 
 

室内ではノセさん、いっしゅうさん・じゅんちゃん･かじゅごんらが、次々と搗
つ

きあ

がる熱々のお餅をのし餅にしていきました。 

一方、ミーすけさん、都々平さん、ますみさん、民ちゃん、Ｆｕｊｉさん、

ちーちゃん、あきちゃんたちが、持ち帰り用の大福餅やきな粉、ゴマ、

あんこのお餅を作りました。（新型コロナで、みんなで会食できないの

が本当に残念！！） 
 

カマドの火を見守る、今井さん、アンジ

ンさん、たまちゃん。蒸し上がり時間を計る、ヒデさん、けんちゃん。もち米を

量るチャックさん、かじゅごん。新人もベテランも持ち味を活かしあい、役割を

交代しながら、 

教え合いながら賑やかに交流し楽しみました。 
 

コロナの感染が続く中で、開催に一抹の不安はありましたが、こうして、みんなで集い、おしゃべりし、

冗談をいい、笑いあったりできることが、ことの外、貴重に感じられる一日でした。 
 
前々日に会場の清掃や道具類の準備、もち米洗いと、裏方で支えてくれた１７名のみなさん大変お疲

れ様でした。参加された皆さん、ありがとうございました。 ケセラ 

 

はじめてま～ゆの餅つき大会に参加させていただいた№遼太です。 

最初は「参加者の中だと力仕事担当になりそうだからがんばるぞ～」って思ってたんですけど、いざ始

まったら全く役に立てず笑 

餅つきってメチャクチャ大変な作業なんですね！ 

それに比べてベテランさんは皆さん、圧倒的な餅つきを見せてくださいました。 

単純に力も僕よりあると思いますが（それはどうなのか笑）、何より工夫がすごい

なあと思いました。 

例えば、はじめは杵の重さが想像していたよりも大分重くて、すぐに疲れてしま

いました。でもベテランの方は、杵の重さと重力を活かして、効率的に、そのうえで

力強く振り下ろしていたのをみて、「これが知恵か！」と勝手に感動していました笑 

やっぱりいつも実験机とパソコンに向っているだけではあかんですね笑 

身体を使って学ぶ、貴重な機会をいただきました。感謝です。 



 

 

－４－ 

 
ドキュメンタリー映画 制作顛末記 Part2 ケセラ 

 

2020年 11 月 8日は、ま～ゆにとって記念す

べき日になった。ドキュメンタリー映画「もうひとつ

の明日へ」お披露目上映会の日だ。この映画は、

思いもよらなかった多くの人たちの出会いとつな

がりの中から生まれた。その過程が「もうひとつの

大きなドラマだった」気がする。記憶をつなぐため

に記録しておこうと思い立った。 

＜孟さんとの出会い＞ 

2017年の 10月頃、蚕都くらぶ・ま～ゆのホー

ムページ（HP）のお問い合わせホームから 1通の

メールが届いた。千葉大学の大学院生で地域通

貨の研究をしているという中国からの留学生  

孟晗さんからだった。蚕都くらぶ・ま～ゆに、とて

も興味を持ったから、一度お邪魔して話を伺いた

いとのこと。丁度 11 月のま～ゆ総会の時期だっ

たので、いろいろな人たちと出会い、ま～ゆの空

気感を掴んでもらえばいいかなと考え、「総会に

来て見ませんか？」と返信した。すぐに参加した

いと返事が来た。 

総会当日、少し遅れて豊殿農村改良普及セン

ターの会場に、孟さんは、高橋真央ちゃん（長野

大学の卒業生）と中国からの留学生陳さんの２人

を伴って、初めて蚕都くらぶ・ま～ゆに来た。孟さ

んは、とても日本語が上手で笑顔が柔和だったの

を覚えている。そしてカメラでいろいろな場面を

映していた。ただ、総会の進行に追われて、ゆっく

り話すことができなかったのが心残りだったが、

それを上回るくらいに的確に、ま～ゆの持ち味を

感じ取ってくれていたのが後で分かった。 
 

＜ありのままの姿を映像で残したい＞ 

孟さんとは、その後メールでやり取りが続いた

が、次に上田に来たのは 1 年後の 2018 年のま

～ゆ総会だった。その時も高橋真央ちゃんや陳さ

ん（韓国の留学生）を伴って参加。いろいろな  

場面をカメラやビデオで撮影していた。その年の

最後のイベント 12月23日のま～ゆ餅つき会に、

5 人の男子学生や院生が一緒に参加した。若い

人たちの熱気があふれ、とても賑やかになった。

孟さんだけでなく、いろいろな人が餅つきの様子

を撮影していた。それを見ているうちに、以前か

ら温めていた思いがふっとよみがえってきた。 

そこで、孟さんに「ま～ゆも、もうすぐ 20 年を

迎えるし、できれば映像で残しておきたいんだけ

ど、動画づくりはどうかな～～」と、投げかけてみ

た。すると、「いいですね～。やりましょう！」と、あ

の柔和な笑顔で応えてくれた。 

これは、私の個人的な思いだが、研究とはいえ、

こうして何度も遠い千葉から何人もの院生や学

生さんが上田に来て私たちを撮影しているのはな

ぜなのか？ 彼らは、ま～ゆのどこに魅力を感じ

ているのだろうか？ 会員以外の人にとって、  

ま～ゆは、どのように映っているのだろうか？  

これからの社会を考えるヒントがあるとしたら何

か？それらを見極めたいとも思っていた。 

また、ま～ゆの20年近いあゆみを振り返ると、

いろいろな考えを持った人たちが、お互いを認め

合い、自分が持っている力を得意分野で発揮し

ている。しかも、この性別も年齢も地域もさらには、

考え方も違う様々な人たちのつながりが続いて

いることが、私にはとても貴重なことに思えた。世

間同様、ま～ゆ会員の高齢化が進み、何人もの

仲間がこの世を去って逝かれた。「やるなら、みん

なが元気な今しかない！」という思いもあった。 

しかし、無知ほど怖いものはない。私は映画づ

くりのイロハも知らないし、ビデオカメラなど持っ

たこともない。でも、孟さんや千葉大学の学生さ

んたちが撮影した映像をつなげば何とかなるので

は…と、甘い考えからの発案だった。 

後から知ったが、孟さんも「やりましょう！」と、

返事はしたものの映画づくりの自信はなかったそ

うだ。そこで新たにつながったのが、岡山映画祭

の中心的存在で、映画監督もされている小川孝

雄さん。何と嬉しいことに、小川さんは地域づくり

アドバイザーもされている。孟さんを通して願って

もない得難い方に巡り会う

ことができた。ここから今回

の映画作りが転がり始めた。 

（次号に続く） 



 

 

－５－ 

1 月9 日 

初めに、ミーすけさんが用意してくれ

た米粉をこね、蒸し上がった熱々をみんなで団子にして白、

緑（抹茶）、紅（赤紫蘇の液）、黄色（ターメリック）の繭玉をつ

くり、ごんべえさんと西ちゃんが準備してくれたどろ柳の枝に

飾り付けました。 

花が咲いたように賑やかになりました。 

 

続いて新年会です。 

飲食ができないので、ちょっと淋しい新年会でしたが、

1 月のハッピーバースデー❶は、かおるん、つばめさん、

ぶんちゃんの 3 人をお祝いしました。つばめさんは静岡

生まれの 19歳。初めて繭玉をつくったそうです。 

続いて、年男のけんちゃん❹と年女のチー坊❷、喜寿

の Fuji さん❸、傘寿の都々平さん❺、かっとまん❻をお

祝いしました。8 人が近況や心境を話され、特製の繭玉

団子と石鹸がプレゼントされました。 

 

←❶ ↑❷❸ ↑❹ ↑❺ ↑❻ 

その後、お楽しみ福引。各自に景品がいきわたり余ったので再度福引。2度楽しみました。1 番と 9番

を引いた、ヒデさんと西ちゃんは大当たり。特別に Fuji さんのミニ版画が当たりました。 
 

最後に、全員が今年の抱負や近況などを語りました。徳之介君と愛実ちゃんは小学 1年生になります。

楽しい学校生活になるといいなと願っています。子どもたちは大人たちを元気にしてくれます。一方、子

どもたちにとってもいろいろな大人と触れ合ういい機会になります。これからも、ま～ゆは年齢幅の広い

人たちが気兼ねなく集える場であったらいいなと思いました。 
 

コロナの感染拡大が続き、未

だ見通が立たない状況ですが、

最大限の注意を払い、普段通り

の生活が続けられることを願わ

ずにはいられません。顔を合わ

せ自由に語り合うことは人間の

根源的な欲求でもあります。状

況を見極めながら、ま～ゆのつ

ながりを活かし知恵を出し合っ

て新たなチャレンジをしていきま

しょう。 

今年もどうぞよろしくお願いします。 文：ケセラ 



 

 

－６－ 

繭玉ま～ゆ市に参加して   №446髙城
た か ぎ

一馬 （つばめ） 

私は、今回初めてまゆ玉づくりを体験しました。私の地元静岡では、まゆ

玉を作る風習どころかどんど焼きの風習も見られないような地域です。なの

で、今回のやることなすことすべて新鮮に感じるところがありました。私は途

中参加でしたが、米粉を蒸したものを素手で練る作業をさせてもらいまし

た。想像以上に熱くて衝撃を受けましたが、他の参加者の方は何事もなく練

っていて、長年の経験がものを言うとはこのことであると感じるとともに、私

も様々な経験を積みたいなと思いました。今回のまゆ玉づくりは私にとっていい経験になったと思います。

ご一緒された方、ありがとうございました。来年も是非参加したいです。 

 
 

  №130 建築よろず屋のヒデさん  
 

1987年 2月 23日（月）は、アールヌーヴォー

の代表者と言われているエクトール・ギマールが

デザインしたポルト・ドーフィヌ駅（1900年）のメト

ロ入口を観に行った。駅の西側には約 860ha

（東京ドーム約 180 個分）のブーローニュの森が

広がり、東方にはエトワール凱旋門が見える。ア

ントニ・ガウディのときにも記したが、私が学生の

頃は曲線を多用した建築を毛嫌いしていたが、独

自の様式を貫いたものは遺産になるということが

分かった。 
 

エクトール・ギマール（1867～1942）は、フラ

ンスの建築家で、新しい芸術（アールヌーヴォー）

を普及させたいと願い、工業的規格化を試みた

が、価格を下げることができず普及しなかった。

そして、妻がユダヤ人だったため、ドイツの侵攻を

恐れて 1938 年にアメリカへ亡命し、建築界から

忘れ去られ、1942年に亡くなった。その後 1960

年代にアメリカでアールヌーヴォーのリバイバル

運動が起き、エクトール・ギマールが再評価され

た。 
 

2004 年の蚕都くらぶ・ま～ゆのまち歩きのと

きに、資料として彰国社編『建築大辞典』からまと

めた近代芸術運動の流れを簡単に記す。アーツ・

アンド・クラフツ（1888年）は、ロンドンに興った工

芸運動。詩人で画家で工芸家のウィリアム・モリス

（1834～1896）は工業生産に抵抗し、手仕事の

復活を主張した。自ら生活用品のデザインを引き

受けるなど、芸術と社会を結合しようとするこの

運動の主導者となった。近代芸術運動の重要な

出発点と考えられている。 
 

アールヌーヴォー（1896 年

～20 世紀初頭）は、パリ、ブ

リュッセルを中心にヨーロッパ

各地に流行。過去の様式を拒

否し、新しい装飾形式をつく

ろうとする動き。曲線を多用し

た情感豊かな形式。ユーゲン

トシュティールは、アールヌー

ヴォー様式のドイツ、オース

トリアなどドイツ語圏におけ

る呼び名。 
 

ゼツェッシオン（セセッション）（1897 年～20

世紀初頭）は、ドイツ、オーストリアに興った芸術

革新運動。アールヌーヴォーやユーゲントシュティ

ールの影響を受けながら、これをさらに 20 世紀

的な運動へ進めようとした。ウィーン・ゼツェッシ

オン（1897年～20世紀初頭）は、ウィーンに興っ

た芸術革新運動。直線、直角、方形、円などの幾

何学的形態を実現しようとする形式。 
 

バウハウス（1919年～1933年）は、ドイツのワ

イマールにヴァルター・グローピウス（1883～

1969）を校長として創設された国立の造形学校。

1924年に解体したが、翌年デッサウに再生、そし

て 1933年に解散。デザイン運動の一つの頂点を

形づくる。 
 

アールデコ（1925 年）は、パリで開催された現

代装飾・産業美術博覧会に由来する。バウハウス

を中心とするモダンデザインの流れに対する装飾

美術の動き。統一された様式ではなく、一種の混

合様式。        （つづく）

▲ポルト・ドーフィヌ駅 
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№447チャックこと大沢ちひろさん 
  

家族のこと 

チャックさんは長野大学の 1年生です。 

埼玉県 入間市の出身で住宅が広がる場所に

住んでいました。 

おじいちゃん、おばあちゃんの住まいはそれで

も畑がある所で、近くに畑を借りて、ジャガイモや、

ネギなど作っていて、手伝うこともありました。  

一人っ子でしたのでそこへは毎週のように遊びに

行ったそうです。 

両親とは山梨県の観光地や近くの高原にハイ

キングなどに行って自然を楽しんでいました。 

中学でソフトテニスを高校ではバドミントンをし

ていました。 

長野大学に入学 

長野大学の環境ツーリズム学部に進学を決め

たのも、東京にはない自然がいっぱいあり、自分

に合っている好きなことが勉強できると思ったか

らでした。 

環境ツーリズム学部には環境、地域、観光の 3

本柱があり、順次勉強していくのですが、チャック

さんは地域について学ぶことに興味を惹かれまし

た。 

埼玉の地元では朝晩の挨拶も少なくなってい

たので、ここで勉強していくうちに、いろいろな人

とつながってみたいと強く思うようになりました。 

高城
た か ぎ

(ま～ゆ名つばめ)さんが、ま～ゆに入会

するため古田先生と寿限無に行くことになってい

た時、一緒してま～ゆのことをいろいろ知りました。 

「何か欲しいものがあったらメールで発信する

とほとんど応えてもらえるよ」などの話も聞きまし

た。 

ま～ゆに入る 

ま～ゆに参加してチャックさんは思い切ってメ

ール発信をしました。｢電気こたつ、電気カーペッ

ト、着物が欲しい｣と。すると直ぐ返信があり、  

着物はアリスさん、電気カーペットはきよちゃん、

電気こたつはミーすけでした。早速お礼のメール

をちゃんと出しました。ま～ゆの会員はお礼のメ

ールが出たことに、感心しました。 

着物は 3 月 28 日別所線の開通イベントに長

大生も参加して、着物を着て、盛り上げようという

ことだそうです。 

若者ラボという集まりを

別所の柏屋別荘でやって

いるそうです。これの詳し

いことは次回のつばめさ

んの時に紹介します。 

餅つき大会 

早朝 8時からの集合に、8時前には着きました。

「よく早くに」と感心すると「朝早くても 30 分前に

は起きて出かける準備をします」とのこと。 

でもこの頃ルーズなこともいいかなと思うとき

があるというので、それはやめたほうがいいと話

しました。餅つき大会では計量を担当して風袋入

りの 4.7㎏をしっかり量りました。 

年代を越えてたまちゃんやあやちゃんらと話を

して楽しかったそうです。 

ここでま～ゆデビューをしました。 

あさがお市 

コロナ禍で埼玉になかなか帰れなくてさみしい

のですが、あさがお市というイベントが別所であ

りました。 

台風 19号で別所線の鉄橋が崩落したり、加え

てコロナ禍で温泉の賑わいが少なくなったことで、

ここを元気にしようと先輩が計画しました。ただ、

あさがおの花がちょうどよく咲いてくれなかったの

で、盛り上がりが今一つでした。 

そこで１年生は数日縁日を延ばし、竹で水鉄砲

や輪投げを作り、子供たちも遊べるように工夫し

ました。リンゴジュースやクッキーも売ってみたり、

いろいろなことにチャレンジして満足できた夏で、

いい思い出になったそうです。仲間にも恵まれた

といいます。 

ま～ゆのプロジェクトでやりたいこと 

｢味噌作りや、田植えなど、また廿日市にも行き

たいな。｣ ｢沢山の人と出会い、おしゃべりを楽し

みながら、先輩からいろいろな知恵を学びたいと

思っています。｣とのことです。 

ミーすけ 記 

 

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫) 

● トラブルの多いリフォームだからこそ 

お任せください 

● 家のことなら何でもお気軽にご相談くださ

い 

● 消費税分「ま～ゆ」が使えます 

上田市御所274 

℡28-7532 fax 28-8190 



 

 

予感 ・第六感について  №406 宮沢正和  

私たちが感じる「第五感」は、「視覚」「聴覚」「臭覚」「味覚」「触覚」と言われ、「第六感」となると

分かりにくい。その中で私が今受講している「カタカムナ」と、「予感・実感」について関連づけて述

べてみたいと思います。 

それは、今から１万２千年前。日本に住んでいたカタカムナ人の生き方、日本語の言葉の作られ

た始まりのこと、文字の意味そして日々の暮らしや考え方を学んでいます。この道では著名であ

る先生から毎月一回、学習していますがそれが難しく、この頃やっと解かり始め面白くなった私で

す。 

ここではそのほんの一部だけ述べてみます。 

私たちを取り巻く科学技術は、日増しに進歩し続け、留まることはありません。人の作った化学

物質が身体に入り過ぎたため免疫力・醗酵力が著しく低下し、除菌すればするほど腸内細菌は減

少し、様々な病気が発生する。コロナウイルスもしかり、その狭間で私たちは苦しんでいると思わ

れます。 

そんな中で先生の言われることは、科学万能主義により、現代人は特に脳にある自然を察知す

る能力（松果体）が退化してしまったこと。一方、野生動物やカタカムナ人は、自然現象を敏感に

感じ得ることが出来そして生活をしていた。今で言う、気やインスピレーション力の世界である。そ

れが「予感・第六感」であり、その力を少しでも回復し、健康に生きることが問われていると私は思

います。 

№55 ミーすけ  

私に霊感があるとは思っていませんでした。でも不思

議なことがありました。 

10 年も前になります。車を

運転しているとき、バッシイと

頬をたたかれる感覚がありま

した。1 回だけではなく、2 回

3 回と続くのです。変な感覚

と思っていました。 

それからしばらくして、娘に頼まれてお手伝いに大町

へ行く途中、もうすぐ着くという場所で、すうと眠気に襲

われてカーブを曲がらず、１ｍも下に転落をしてしまいま

した。車が横倒しになり車は駄目になりましたが、体はど

こも何ともなく、今に至っています。私に事故が起きるこ

とを暗示していたのかとても不思議な気持ちです。 

それ以来何の感覚も起きなく、去年バックで後ろの車

にちょっと当てたときもなんの兆候もありませんでした。 

－９－ 
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ま～ゆ会員にききました。 

 

 

 

  



 

 

猫の第六感  №50 都々平  

2 匹の猫が我が家の家族となって早 8 か月。さくちゃんとロッキーの兄弟は三つ子で生まれ

てきたので毛並み・顔つきともそっくりで、大変仲良し。ただの一度もけんかをしたことがありま

せん。ですが性格は成長とともに違いが目立ってきて、遊ぶおもちゃ(木の枝や紙を丸めた球な

ど)は好みがあり、2匹が一緒に飛びつきません。 

餌は一緒に同量与えていますが、体格差のせいかロッキーが残しがちで、放っておくとさくち

ゃんがその皿に口を付けて平らげてしまいます。肥満を恐れてこの皿をしまって、頃合いを見て

(さくちゃんが眠っている時)ロッキーに他の部屋で食べさせようとすると…… 

音をたてないように神経を集中させてやろうとする、その時、さくちゃんが

そこにすーっと姿を現すではありませんか。｢なんでー？｣ 

それは他の事でも(ロッキーも)やって見せます。第六感どころか七感か八

感にも思えるほどで、人間をはるかに超えた〝勘〟が彼らには備わているの

でしょうか。 

不思議な勘  №441 そだっち  

『霊感・予感・第六感』という類の話には全く縁がないほど鈍くさいですが、人生唯一、不思議な勘

が働いたのが、父親との別れの時でした。 

 

父親は病院から２、３日がヤマだと言われ、私は夜遅くまで付き添いしていました。 

妹と交代し、疲れて家の居間で寝ていたら父親が夢に出てき

て、夜遅くまで TV ゲームをしていて部屋の電気を付けっぱなし

のまま寝てしまう僕を見ながら、『ちゃんと寝ろよ～』と電気を消し

たのです。 

「今更なんでこんな夢を見たんだろう…」と起き上がったら、電気

は消していたけれど開けていたはずの部屋の戸が閉まっていまし

た。『え、なんで？』と思っていたところに妹からの電話で、たった

今息を引き取ったとの連絡が来ました。 

 

今、思うと心配ばかりかけてしまっていたので自分のことより、子供のことを気にかけていてくれ

たんだなと、親の偉大さを痛感し、そんな勘が働いたのかなと思います。 

街の気軽なマルチメディアショップ 

㈲ 伸和印刷    №57 中澤 
● ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください 

● 今、流行りの自分史を作ってみませんか? 

● 会議資料作りに便利な、製本機能付き 

高速デジタルコピー機導入しました 

上田市国分１-７-12 

℡22-7710 Fax22-7718 
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石窯パン ハル  春野仁宣  
● 県産小麦と天然酵母の 

ベーグル＆ヴィーガンブレッドの店  
● 1回のお買い物(500円以上)で 

50ま～ゆお使いになれます  
上田市中央 2丁目 11-19 

 
Tel & Fax: 0268-75-0777 

chatte-sato@mvb.biglobe.ne.jp 
http://www.fsf-haru.com 



 

 

直感  №443小池遼太  

今回のテーマは霊感・予感・第六感ですが、僕は“直感„を感じ取るように生活しています。何

か物事に興味をもった時や、誰かと関わりが生まれた時、必ずピンとくる時があります。例えば、

何か興味があって行った場所で貼ってあったポスターを、その前日に見ていた時、会いたいと思

ってた人に絶妙なタイミングで会う機会が来るとき、誰かの事を考えていたらその人から連絡が

来るとき等です。それをシンクロニシティ（意味のある偶然の一致）というそうです。ちょっとスピ

リチュアル的ですが、僕はそういう時は何かに導かれているんだろうなと思い行動を必ず起こす

ようにしています。しかもだいたいそういうときは面白いことが起こって、そこからまたどんどん話

がつながっていくので、不思議だなぁと思います。 

最近読んだ本で、最新の量子力学で「感情の素粒子」が存在することを知りました。思いは同

じ波動のものを引き寄せる効果があるらしいです。（ゼロポイントフィールドというらしいです。）

また脳には RAS(網様体賦活系)というスゴイ仕組みがあって、無意識下で、自分に必要な情報

を見分ける能力があるそうです。その点でも興味をもってワクワクしたり、自分の目に現れたも

のに意識を向けて直感を養っていくことはとても面白いです！ 

№417 月  

便利、速い、効率」の為にどん

どん退化する五感。機器でコント

ロールした人工の心地良さに慣

れ過ぎて…思いがけない自然の

風や薄日の微かな暖かさに鈍感

になってしまってもったいない、

残念な気がする時があります。 

衣服や窓の開閉とかのアナロ

グな調整は減っています。リモコ

ンのボタンの数や、検索する情報

の多さが文明？ 耳を研ぎ澄ま

し、眼を見張り、足裏感覚で地球

と自分を実感出来る集中力は幸

せや心地よさを感じ、産み出せる

はず。五感の退化を招かない、ま

～ゆみたいな発展で皆が本当に

幸せで、安心で、楽しくって、病

名が無くても休養出来る世の中

にしたいな。 

№436 けんちゃん  

私の母の実家は佐久市にあり、同年代の従兄弟が

いたので、頻繁に泊まりに行ったものでした。その道す

がら、何故か、いつも気になる道が、ただの 1本だけあ

りました。年少の私が、｢この道、行ってみたい！｣と言

うと、｢この先は、結局行き止まりになるから、行っても

ムダだよ！｣と、両親から言われ、行ってくれません。 

以降、佐久に行く時は必ずこのやりとりがありまし

た。何十回も（笑） 

私は幼心にも、｢大きくなったらバイクの免許を取っ

て、１人で行くぞ！｣と、心に決めましたが、実際、高校

生になる頃には、｢この道｣の事を忘れてしまっていまし

た。数年後、否応なしに｢この道｣を通る事となりました

…なんと！この道の先に、あやちゃんの家があったの

です。 

幼い頃に漠然とあった思

い。これは第六感？予知？い

や、運命だったのか？と、鳥

肌が立ちました。 

のろけのような話ですが、

本当の事です。 
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信じますか  №41 トットチャン  

私が小学５年の夏の夜のことである。その夜に限って父が私に「寝るだから玄関の鍵かけて

きてくれや」と言ったやだなぁと思った。昔の玄関なので大きな引き戸の障子戸である。その障

子   １マスだけ穴があいていた。何気なくその穴から外の様子を見た。 

すると３軒下の家の屋根すれすれに、私が見た

のは青白い水色の玉が楕円形にぐるりぐるりとゆ

っくり大きく回っているのだ。何、あれ、息をのんで

ジィーとしばらく見ていたが、いつまでも去りがた

く回っているのだ。それが急にこっちに向かって飛

んできた。びっくりして震えながら走って布団にも

ぐった。次の日その家の人は亡くなった。 

もうひとつこれは聞いた話だよ。サークル仲間のふくえさんの息子は霊感が強いそうだ。夜

になると自宅の階段の脇に女の子がぬいぐるみを抱いて座っている姿の霊が見えるそうだ。

私がへー恐ろしくないの？と聞くと「全然」と返された。でもこのところ「母ちゃん、めた人に話す

から見えなくなっちゃったよ」だって。 

 

編集の勘どころ 
(自慢話になりますが) 

 №50 都々平  

会報の編集に携わってそろそろ 20

年を迎えようとしています。この間、  

Ｗｏｒｄの技をいくつも習得しました。 

記憶力にめっぽう弱い私でも、積み重

ねてきたことにより結構うまく仕事をこ

なしていると思います。 

編集の中でも記事の割り付けは  

結構困難なものがあります。タイトル・

写真・イラストを配して 1 ページに納ま

らない原稿を｢どうにかやっつける
・ ・ ・ ・

｣こと

が儘
まま

あります。逆に空白が出る場合そ

こをどうして埋めるか？も苦慮します。

これには広告が大変有効です。 でも、

7 つの広告を過不足なく貼り付けるに

はそれ相応に苦労を伴いますが。 

毎号どうにかこの難題を解決してい

るのは、長年培ってきた〝勘〟の賜と

自画自賛している。この快感あればこ

そ続けてこられた。のであります。 

№436 けんちゃん  

数年前の事です。 

長野市での用事を終え、時間があったので、あて

どもなくドライブをすることにしました。ドライブ中、

好きな大河ドラマの話になり、3 年程前の｢風林火

山｣の話題になりました。｢あの作品ってさ、武田信

玄じゃなくて、山本勘助が主人公だったね。｣などと

話をしていると、走っていた道の先が駅になり、Ｕタ

ーンをしなければならなくなりました。 

車のギアをバックに入

れ、後ろを振り返った時、

私の目に衝撃の文字が

入りました。 

｢この先、山本勘助の墓｣ 

－12－ 

 
127号のテーマは 
〝記念日〟です。 

★〇月〇日は｢…の記念日｣こんなお祝いを。 

★｢○○記念日｣は私だけの思い出の日 

★私の主張｢○○の日｣は祝日にすべきだ！ 

あなたが大切にしている日を書いてみましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




